
   新年より、ホームページをリニューアルしました。

宮大工が建てる自然素材の家 

『 大 工 新聞 宮 月号 

宮大工が建てる自然素材の家「宮大工新聞」は、皆様と内田工務店を結ぶネットワークです。 

京都で修業し、文化財建物木工技能者認定を受けた宮大工棟梁が手掛ける、自然素材住宅のご案内です。 

安心安全な木材を使用した住宅を、皆様の手の届く価格で提供します。 

日頃聞けない、宮大工ならではのお話もりだくさんです。、おたのしみに！！ 
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木象嵌の紹介ページも作りました。 

住宅用のホームページが新しく出来ました。  また、今までのホームページの住宅建築からもリンクしております。 

『宮大工新聞』もホームページに掲載します。来月号からこちらでダウンロードできます！ 

アドレスは  http://www.isehara-miyadaiku.jp/  是非ご覧ください。 

施工事例も新しくなりました。 

http://www.isehara-miyadaiku.jp/


 江戸時代になると商業が盛んになり、職人、商人たちが富みを得て、町人文化が咲き誇りました。人々は衣

装のお洒落を競うようになりました。この頃より職人の間で半纏が広まっていたようです。昔は現代と違い、生地を

作るのもかなりの手間で貴重なもの。いくら町人が裕福だからとはいえ、衣類はとても大切に使っていました。太

物１反で２着作れるこの半纏は、生地、衣類を大切にする時代を背景に浸透し、「半反モノ」と呼ばれ、それが

転じて「半纏」と呼ばれるようになりました。（身の半分、腰くらいまで纏う意味で半纏だという説もあります。）現代

では半纏は職人の正装として使われています。 

メールアドレス uchida@miyadaiku.jp 

ファックス    0463-93-6591 

 半纏（はんてん） 

重要なお知らせ 
紙面による宮大工新聞は、おかげさまでメール配信ご希望の方が多くなってまいりましたので、

環境保護も考慮し、誠に勝手ながら紙面郵送は今回１月号を持ちまして終了させていただき、

メール配信とホームページに掲載させていただきます。 

なお、ご希望の方は引き続き紙面にてお送りしますので下記までご連絡下さいますようお願い申

し上げます。 

メール配信をご希望の方は uchida@miyadaiku.jp までご連絡ください。 

 

  

ご住所 お名前 

裾の裏地には、算盤の生地を

使っています。 

見えないところに気を使うのがお

洒落なのです。 

半纏の歴史 

内田家の丸に立ち沢瀉の家紋です。 

腰文字は、内田を角文字で表わしていま

す。 

どうですか？ 

粋でしょう！？ 

上棟式や儀式の際に半纏を着用していま

http://www.isehara-miyadaiku.jp/

